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表紙

(電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく
書面交付請求による交付書面に記載しない事項)

＜事業報告＞

業務の適正を確保するための体制

会社の支配に関する基本方針

剰余金の配当等の決定に関する方針

＜連結計算書類＞

連結株主資本等変動計算書

連結注記表

＜計算書類＞

株主資本等変動計算書

個別注記表

上記事項につきましては、法令及び当社定款の規定に基づき、書面交

付請求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載しておりま

せん。

なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわら

ず、株主の皆様に電子提供措置事項から上記事項を除いたものを記載

した書面を一律でお送りいたします。

第21回定時株主総会資料

株式会社レントラックス
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業務の適正を確保するための体制、会社の支配に関する基本方針、剰余金の配当等の決定に関する方針

業務の適正を確保するための体制

① 業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体

制その他会社の業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概

要は以下のとおりであります。

イ. 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保

するための体制

・経営理念、経営方針、及び「コンプライアンス規程」をはじめとするコ

ンプライアンス体制にかかる規定を、役職員が法令、定款、及び社会規

範を遵守した行動をとるための行動規範とする。また、取締役会は、全

社のコンプライアンスの取組みを横断的に統括することとし、全社的な

徹底を図るため、取締役管理本部長を責任者とするコンプライアンス研

修会を開催し、役職員教育等を行う。

・法令上疑義のある行為について、従業員が直接情報提供を行う手段とし

て、内部通報窓口を設置し、通報者に対する不利益な取扱を禁止する制

度を整備する。

・内部監査人は、監査役会及び会計監査人と連携の上、コンプライアンス

の状況を監査する。

ロ. 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

・当社では、取締役の職務執行にかかる事項である議事録、会計帳簿、そ

の他の重要な情報等については、「文書保存管理規程」に従い、文書又

は電磁的記録媒体に記録し、適切に保存及び管理する。

・取締役及び監査役は、これらの規程に従い、その職務遂行の必要に応じ

て、常時、これらの文書を閲覧できるものとする。

ハ. 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・当社では、コンプライアンス、財務報告、情報システム、事業活動、災

害、事件等のリスクについては、「リスク管理規程」に従い、会社にお

いて発生しうるリスクの発生防止にかかる管理体制の整備、発生したリ

スクへの対応等を行う。

ニ. 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

・取締役会は、毎月開催される定時取締役会の他、必要に応じて臨時取締

役会をすみやかに開催し、経営に関する重要事項に関して迅速に意思決

定を行い、職務執行を監督する。
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業務の適正を確保するための体制、会社の支配に関する基本方針、剰余金の配当等の決定に関する方針

・取締役会は、迅速な経営判断並びに職務執行を行う体制として、各取締

役に担当部門の管理責任を負わせるとともに、取締役会で決定された経

営計画の定期的なモニタリングを実施する。また、業務執行に関する責

任者及び責任範囲について「職務権限規程」、「業務分掌規程」等に業

務執行の手続きを簡明に定め、効率的な業務執行を可能にする。

ホ. 当社並びに親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を

確保する為の体制

・当社の事業部別に、事業に関して責任を負う取締役を任命し、法令遵守

体制、リスク管理体制を構築する権限と責任を与えており、取締役会は

これらを横断的に推進し、管理する。

ヘ. 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合におけ

る当該使用人に関する事項

・監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、取締役

会は監査役と協議のうえ、必要に応じて、専任又は兼任の使用人を置く

こととする。

ト. 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合におけ

る当該使用人の取締役からの独立性に関する事項

・監査役の職務を補助すべき使用人を置いた場合、その使用人の人事異

動、人事評価に関しては、監査役会の事前の同意を必要とする。

チ. 取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役へ

の報告に関する体制

・取締役及び使用人は、監査役会に対して、法定の事項に加え、当社に重

大な影響を及ぼす事項、内部監査の実施状況等をすみやかに報告する体

制を整備する。報告の方法（報告者、報告受領者、報告時期等）につい

ては、取締役と監査役会との協議により決定する方法による。

リ. その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

・監査役の監査が実効的に行われることを確保するため、取締役及び使用

人は、監査に対する理解を深め監査役監査の環境を整備するよう努める

ものとする。

・監査役は、専門性を要する法務、会計については独立して弁護士、会計

監査人と連携を図り、取締役会、経営会議等の重要会議に出席する他、
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取締役との懇談、社内各部署への聴取及び意見交換、資料閲覧等を行

い、監査役会にて報告、審議を行うこととする。

ヌ. 反社会的勢力との関係断絶に向けた基本的な考え方及びその整備状況

・「反社会的勢力に関する基本方針」において反社会的勢力排除を明記す

るとともに、当社の取締役及び使用人に対し周知徹底を図ることとす

る。

・反社会的勢力による不当要求に備えて、平素から、警察、弁護士等の外

部専門機関と緊密な連携関係を構築する。

② 業務の適正を確保するための体制の運用状況

当社は、上記の業務の適正を確保するための体制について、体制の整備

当初から、体制の整備及び運用状況について継続的に調査を実施してお

り、取締役会にその内容を報告しております。また、調査の結果判明した

問題点につきましては、是正措置を行い、より効率的な体制の整備・運用

に努めております。

会社の支配に関する基本方針

当社は、財務及び事業の方針の決定を支配する者は、安定的な成長を目指

し、企業価値の極大化・株主共同の利益の増強に経営資源の集中を図るべき

と考えております。

現時点では特別な買収への対応方針は導入いたしておりませんが、今後も

引き続き社会情勢等の変化を注視しつつ弾力的な検討を行ってまいります。

剰余金の配当等の決定に関する方針

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題のひとつと位置

付けたうえで、財務体質の強化と積極的な事業展開に必要な内部留保の充実

を勘案し、安定した配当政策を実施することを基本方針としています。今後

も、中長期的な視点にたって、成長が見込まれる事業分野に経営資源を投入

することにより持続的な成長と企業価値の向上並びに株主価値の増大に努め

てまいります。

当事業年度の配当金につきましては、中間配当金12円を実施しており、期

末配当金は１株につき12円とさせていただく予定です。これにより、年間配

当金は１株につき24円となる予定です。
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連結株主資本等変動計算書

（2025年４月１日から
2026年３月31日まで）

株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式
株 主 資 本
合 計

当 連 結 会 計 年 度 期 首 残 高 440,096 346,096 2,681,895 △66,759 3,401,327

当 連 結 会 計 年 度 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △274,964 △274,964

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益
2,570,338 2,570,338

連 結 範 囲 の 変 動 24 24

株主資本以外の項目の当連結
会計年度中の変動額 (純額 )

当連結会計年度中の変動額合計 － 24 2,295,373 － 2,295,398

当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 440,096 346,120 4,977,268 △66,759 5,696,725

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非 支 配
株 主 持 分

純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券
評 価 差 額 金

為替換算調
整 勘 定

そ の 他 の 包 括 利 益
累 計 額 合 計

当 連 結 会 計 年 度 期 首 残 高 172,469 4,412 176,881 0 3,578,209

当 連 結 会 計 年 度 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △274,964

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

2,570,338

連 結 範 囲 の 変 動 24

株主資本以外の項目の当連結
会計年度中の変動額 (純額 )

24,887 11,299 36,187 41 36,228

当連結会計年度中の変動額合計 24,887 11,299 36,187 41 2,331,627

当 連 結 会 計 年 度 末 残 高 197,357 15,711 213,069 41 5,909,836

連結株主資本等変動計算書

（単位：千円）

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

－ 4 －
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連結注記表

連結注記表

Ⅰ. 連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記

１. 連結の範囲に関する事項

(1) 連結子会社の状況

連結子会社の数 17社

主要な連結子会社の名称 株式会社Anything

株式会社GROWTH POWER

株式会社ユニバーサルメディアジャパン

株式会社テクノパル

井嶋金銀工業株式会社

RENTRACKS VIETNAM CO.,LTD.

PT Rentracks Creative Works

PT Rentracks Cocreation Indonesia

BEARIS ONE CO.,LTD.

特瑞客（香港）有限公司

台灣特瑞客有限公司

Rentracks Philippines Inc.

Rentracks Malaysia Sdn. Bhd.

Rentracks India Pvt. Ltd.

Rentracks Mongol LLC

Rentracks Bangladesh Ltd.

阿迪納（上海）市場営銷策劃有限公司

(2) 連結の範囲の変更

当連結会計年度において、株式取得に伴い井嶋金銀工業株式会社を連結の範囲

に含めております。

(3) 非連結子会社の状況

主要な非連結子会社の名称 RENTRACKS LANKA(PRIVATE)LIMITED

連結の範囲から除いた理由 非連結子会社は小規模であり、総資産、売上高、当

期純利益及び利益剰余金等は、連結計算書類に重要

な影響を及ぼさないため、連結の範囲から除外して

おります。

２. 持分法の適用に関する事項

(1) 持分法を適用した非連結子会社及び関連会社の状況

該当事項はございません。

(2) 持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の状況

主要な会社等の名称 RENTRACKS LANKA(PRIVATE)LIMITED

持分法を適用しない理由 当期純利益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持

－ 5 －
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分に見合う額）からみて、持分法の対象から除いて

も連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ重

要性がないため持分法の適用範囲から除外しており

ます。

３. 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、台灣特瑞客有限公司、Rentracks Mongol LLC及び阿迪納

（上海）市場営銷策劃有限公司の決算日は12月31日であります。連結計算書類の作

成にあたっては、これらの会社については、連結決算日現在で実施した仮決算に基

づく計算書類を使用しております。また、井嶋金銀工業株式会社の決算日は２月末

日であります。連結計算書類の作成にあたっては、同社の２月末日現在の計算書類

を使用しております。なお、連結決算日との間に生じた重要な取引については、必

要な調整を行っております。その他の連結子会社の決算日は、連結会計年度の末日

と一致しております。

４. 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

子会社株式

移動平均法による原価法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）

市場価格のない株式等

主として移動平均法による原価法

② 棚卸資産

商品及び製品（建機等）

個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切り下げの

方法により算定）

商品及び製品並びに原材料及び貯蔵品（貴金属等）

総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切り下げ

の方法により算定）

商品及び製品並びに原材料及び貯蔵品（上記以外）

移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切り下

げの方法により算定）

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 定率法を採用しております。

－ 6 －



2026/05/27 16:05:40 / 25302086_株式会社レントラックス_招集通知

連結注記表

② 無形固定資産 定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウエア

については、社内における利用可能期間（５年）に基づく定

額法を採用しております。

③ のれん のれんについては、その効果の発現する期間を合理的に見積

り、当該期間にわたり均等償却しております。

(3) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等、特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見

込額を計上しております。

② 賞与引当金

　従業員の賞与の支給に充てるため、将来の支給見込額及び当該支給見込額に対

応する社会保険料会社負担見込額のうち当連結会計年度の負担額を計上しており

ます。

③ 株主優待引当金

　株主優待制度に伴う費用の発生に備えるため、翌連結会計年度において発生す

ると見込まれる額を計上しております。

(4) 収益及び費用の計上基準

当社グループの主要な事業における主な履行義務の内容および収益を認識する通

常の時点は以下のとおりであります。

① 成果報酬型広告サービス事業

主な履行義務は、顧客（広告主）と合意した契約条件（成果承認条件）に基

づき広告配信された役務（アフィリエイト広告による成果獲得）の提供によ

る収益をいい、顧客が検収（承認）した時点で履行義務が充足され、当該時

点で収益および費用を認識しております。当該事業は代理人としての性質が

強いと判断されるため、当社が提供するサービスに対する報酬として顧客か

ら受領する対価（取扱高）から、広告掲載媒体の成果報酬等を控除した純額

を売上高として計上しております。

② 運用型広告代行事業

主な履行義務は、顧客（広告主）と合意した契約条件に基づいて広告をメデ

ィアに出稿することであります。出稿を通じた役務（クリック等の広告トラ

ンザクション）の提供による収益をいい、一般ユーザーが広告を表示した時

点、またはクリックした時点等で収益および費用を認識しております。当該

事業は代理人としての性質が強いと判断されるため、当社が提供するサービ

スに対する報酬として顧客から受領する対価（取扱高）から、広告配信に係

る出稿料等を控除した純額を売上高として計上しております。

③ 中古建設機械マーケットプレイス関連事業
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主な履行義務は、売却主から買取主へ商品（中古建設機械）を引き渡し、代

金を回収する役務の提供による収益をいい、国内の顧客に引き渡す取引にお

いては、商品の検収時点において収益を認識し、国外の顧客に引き渡す取引

においては、輸出の取引条件による在庫の保有に伴うリスクが顧客に移転す

る時点で収益を認識しております。

④ 貴金属リユース・加工・精錬事業

主な履行義務は、顧客との契約に基づき、貴金属地金、商品等、原材料等の

販売並びに貴金属の加工及び精錬サービスを提供することであります。

商品等の販売については、顧客へ商品等を引き渡した時点又は検収時点にお

いて履行義務が充足されると判断し、当該時点で収益を認識しております。

また、加工及び精錬サービスについては、役務提供が完了し、顧客による検

収が完了した時点で履行義務が充足されると判断し、当該時点で収益を認識

しております。

(5) のれんの償却方法及び償却期間

のれんについては、その効果の発現する期間を合理的に見積り、当該期間にわた

り均等償却しております。なお、金額の僅少なものについては発生時に一括で償却

しております。

(6) その他連結計算書類の作成の基本となる重要な事項

①重要な外貨建ての資産または負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算

差額は損益として処理しております。なお、在外子会社等の資産及び負債は期末

の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平均相場により円貨に

換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めております。

②退職給付に係る会計処理の方法

　一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給

付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用

しております。

Ⅱ. 会計上の見積りに関する注記

会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目

であって、翌連結会計年度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるも

のは、次のとおりです。

１. 投資有価証券の評価

（1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額
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連結注記表

投資有価証券 1,308,346千円

（うち市場価格のない株式等 32,558千円）

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

投資有価証券のうち、市場価格のない株式等については、連結注記表（Ⅰ連結計算

書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記）４.会計方針に関する事項に

より評価をしております。

市場価格のない株式等について、実質価額が著しく低下したと判断された場合に

は、実質価額相当まで減額がなされ、評価差額は当期の損失として処理しておりま

す。

実質価額の著しい低下の有無の判定においては、取得時の投資先企業の事業計画の

進捗状況や資金調達の状況を考慮しております。

なお、将来において投資先の事業が計画どおりに進捗せず、超過収益力が見込めな

くなった場合、翌連結会計年度以降の連結計算書類において投資有価証券の金額に

重要な影響を与える可能性があります。

Ⅲ. 連結貸借対照表に関する注記

　１.有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　　　　　　　　　　1,409,116千円

　２.担保に供している資産及び担保に係る債務

　　(1)担保に供している資産

　　　建物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95,421千円

　　　土地　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　411,962千円

　　(2)担保に係る債務

　　　短期借入金（1年内返済予定の長期借入金も含む） 　　　　　　 126,632千円

　　　長期借入金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 249,642千円

Ⅳ. 連結損益計算書に関する注記

１. 投資有価証券評価損

特別損失として118,391千円の投資有価証券評価損を計上しております。これは、

出資先に対する投資有価証券の評価について検討した結果によるものであります。

２. 負ののれん発生益

特別利益として2,078,755千円の負ののれん発生益を計上しております。これは、

井嶋金銀工業株式会社の株式取得に伴い発生したものであります。

３. 減損損失

特別損失として30,840千円の減損損失を計上しております。これは、その他事業に

係る固定資産について減損処理を実施したことによるものであります。

４. 関係会社株式評価損
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決　　議 株式の種類
配当金の

総額

1株当たり

配当額
基準日 効力発生日

2025年6月27日

定時株主総会
普通株式 180,691千円 23円 2025年3月31日 2025年6月30日

2025年9月19日

取締役会
普通株式 94,273千円 12円 2025年9月30日 2025年12月1日

決議予定 株式の種類 配当の原資
配当金の

総額

1株当たり

配当額
基準日 効力発生日

2026年6月26日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 94,273千円 12円 2026年3月31日 2026年6月29日

特別損失として10,000千円の関係会社株式評価損を計上しております。これは、関

係会社株式の実質価額の低下を踏まえたものであります。

Ⅴ. 連結株主資本等変動計算書に関する注記

１. 当連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　7,975,800株

２. 剰余金の配当に関する事項

(1) 配当金支払額等

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年

度になるもの

３. 当連結会計年度の末日における新株予約権（権利行使期間の初日が到来していない

ものを除く。）の目的となる株式の種類及び数

該当事項はありません。
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連結貸借対照表
計　上　額(＊)

時　　価(＊) 差　　額(＊)

(1) 投資有価証券 1,275,788 1,275,788 －

(2) 長期未収入金 159,820

(3) 貸倒引当金 △158,170

1,650 1,650 －

(4)
長期借入金
(１年内返済予定含む)

(3,114,572) (3,108,440) 6,131

Ⅵ. 金融商品に関する注記

１. 金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、必要な資金は銀

行等金融機関からの借入により調達しております。

２. 金融商品の時価等に関する事項

2026年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について

は、次のとおりであります。なお、現金は注記を省略しており、預金、売掛金、買

掛金、短期借入金、未払金、未払法人税等は短期間で決済されるため時価が帳簿価

額に近似することから、注記を省略しております。

（単位：千円）

（＊）負債に計上されているものについては、（　）で示しております。
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区分 連結貸借対照表計上額（千円）

非上場株式 32,558

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

　その他有価証券

　　株式 634,069 － － 634,069

　　投資信託 － 641,718 － 641,718

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期未収入金 － － 1,650 1,650

長期借入金(１年内

返済予定含む)
－ (3,108,440) － (3,108,440)

（注）市場価格のない株式等

（＊）市場価格のない株式等は、上表の投資有価証券には含めておりません。

３. 金融商品の時価のレベルごとの内訳に関する事項

金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応

じて、以下の３つのレベルに分類しております。

　レベル1の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価　

格により算定した時価

　レベル2の時価：レベル1のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプ

ットを用いて算定した時価

　レベル3の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それ

らのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最

も低いレベルに時価を分類しております。

(1) 時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債

（単位：千円）

(2) 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

（単位：千円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

投資有価証券

株式
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上場株式は、相場価格を用いて評価しています。上場株式は活発な市場で取引

されているため、その時価をレベル１の時価に分類しております。

投資信託

資産運用会社から提示された報告書に基づく基準価額により算定しているた

め、その時価をレベル２の時価に分類しております。

長期未収入金

回収可能性を勘案して回収不能見込額を算定しており、時価は債権金額から貸

倒見積高を控除した金額と近似していることから当該価額によっており、レベル

３の時価に分類しております。

長期借入金(１年内返済予定含む)

国債の利回り等適切な指標に信用スプレッドを上乗せした利率で割り引いた現

在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。
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日本 アジア ヨーロッパ その他 合計

成果報酬型広告サ
ービス事業

2,198,290 54,738 － － 2,253,028

運用型広告代行事
業

171,341 － － － 171,341

中古建設機械マー
ケットプレイス関
連事業

307,564 1,353,130 32,500 28,937 1,722,132

貴金属リユース・
加工・精錬事業

－ － － － －

報告セグメント計 2,677,196 1,407,868 32,500 28,937 4,146,502

その他（注） 113,810 179,749 － － 293,560

顧客との契約から
生じる収益

2,791,006 1,587,618 32,500 28,937 4,440,062

その他の収益 － － － － －

外部顧客への
売上高

2,791,006 1,587,618 32,500 28,937 4,440,062

Ⅶ. 収益認識に関する注記

１. 収益の分解情報

当社グループは、「成果報酬型広告サービス事業」、「運用型広告代行事業」、

「中古建設機械マーケットプレイス関連事業」及び「貴金属リユース・加工・精錬事

業」の４つの報告セグメントに区分しており、当該報告セグメントは、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績の評価をするために、定期的に検討を行う対象として

いることから、これらの４事業で計上する収益を売上高としております。また、地域

別の収益は、顧客の所在地に基づき分解しております。これらの分解した収益とセグ

メント売上高との関連は、以下の通りであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、

媒体運営事業、コンテンツ販売事業等を含んでおります。

２. 収益を理解するための基礎となる情報

収益を理解するための基礎となる情報「Ⅰ．連結計算書類作成のための基本とな

る重要な事項に関する注記４.会計方針に関する事項(4)収益及び費用の計上基準」

に記載のとおりであります。
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Ⅷ. 企業結合等関係

（取得による企業結合）

当社は、2026年１月21日開催の取締役会において、以下のとおり井嶋金銀工業株式

会社（以下、井嶋金銀工業）の株式を取得し子会社化することを決定し、同日付で井

嶋金銀工業の株主との間で株式譲渡契約を締結しております。なお、2026年２月９日

付で株式を取得しております。

１．企業結合の概要

（1）株式の取得の目的

当社グループは、中古建設機械マーケットプレイス関連事業を展開しており、

リユース分野における事業運営を行っております。

井嶋金銀工業は、貴金属のリサイクル、精錬、加工および販売を主たる事業と

しております。

当社は、井嶋金銀工業を子会社化することにより、当社グループの事業との関

連性を踏まえた事業運営が可能であると判断し、本株式取得を決定いたしまし

た。

（2）企業結合日

2026年２月９日（みなし取得日　2026年２月28日）

（3）企業結合の法的形式

現金を対価とした株式取得

（4）結合後企業名称

名称に変更はありません。

（5）取得した議決権比率

企業結合日において95％を取得しております。

なお、その後追加取得により100％となっております。

（6）取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として井嶋金銀工業株式を取得し、同社を子会社化したこと

によるものであります。

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得原価については、株式譲渡契約における守秘義務条項等を踏まえ、非開示と

しております。なお、取得価額については、外部専門家によるデューデリジェンス

結果等を総合的に勘案のうえ、公正妥当と判断しております。

３．主要な取得関連費用の内訳及び金額

アドバイザリー費用等　82,476千円

４．発生したのれん（または負ののれん）の金額、発生原因

（1）発生した負ののれん発生益の金額
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１. １株当たり純資産額 752円25銭

２. １株当たり当期純利益 327円18銭

2,078,755千円

（2）発生原因

取得原価が、企業結合日における被取得企業の識別可能資産及び負債を時価評

価した純額を下回ったためであります。

５．企業結合日に受け入れた資産および引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産　　　　4,661,095千円

固定資産　　　　1,730,799千円

資産合計　　　　6,391,895千円

流動負債　　　　　818,903千円

固定負債　　　　1,394,236千円

負債合計　　　　2,213,140千円

６．企業結合が連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当連結会計年度の

連結損益計算書に及ぼす影響の概算額及びその算定方法

売上高　　　　 35,499,669千円

営業利益　　　　1,229,786千円

経常利益　　　　1,251,154千円

（概算額の算定方法）

企業結合が連結会計年度開始の日に完了したと仮定して算定された売上高及び損益

情報と、当社の連結損益計算書における売上高及び損益情報との差額を、影響の概算

額としております。なお、当該注記は監査証明を受けておりません。

Ⅸ. １株当たり情報に関する注記
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株主資本等変動計算書

（2025年４月１日から
2026年３月31日まで）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自 己 株 式
株主資本
合 計資 本

準 備 金
資本剰余金
合 計

その他利益
剰 余 金 利益剰余金

合 計繰越利益剰
余 金

当 期 首 残 高 440,096 346,096 346,096 2,739,466 2,739,466 △66,759 3,458,898

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △274,964 △274,964 △274,964

当 期 純 利 益 436,155 436,155 436,155

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ）

当 期 変 動 額 合 計 － － － 161,191 161,191 － 161,191

当 期 末 残 高 440,096 346,096 346,096 2,900,657 2,900,657 △66,759 3,620,090

評価・換算差額等

純 資 産 合 計その他有価証券評
価 差 額 金

当 期 首 残 高 172,469 3,631,368

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △274,964

当 期 純 利 益 436,155

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ）

24,887 24,887

当 期 変 動 額 合 計 24,887 186,079

当 期 末 残 高 197,357 3,817,447

株主資本等変動計算書

（単位：千円）

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

－ 17 －



2026/05/27 16:05:40 / 25302086_株式会社レントラックス_招集通知

個別注記表

個別注記表

Ⅰ. 重要な会計方針に係る事項に関する注記

１. 資産の評価基準及び評価方法

有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式

移動平均法による原価法

その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定）

市場価格のない株式等

移動平均法による原価法

２. 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産　　定率法を採用しております。

主な耐用年数は以下のとおりです。

建物　　　　　15年

車両運搬具　　６年

工具器具備品　４年

(2) 無形固定資産　　　定額法を採用しております。

主な耐用年数は以下のとおりです。

商標権　　　　　　　　　　　10年

ソフトウエア（自社利用分）　５年（社内における利用可能期間）

(3) のれん　のれんについては、その効果の発現する期間を合理的に見積り、

　　　　　　当該期間にわたり均等償却しております。

３. 引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等、特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額

を計上しております。

(2) 賞与引当金

従業員の賞与の支給に充てるため、将来の支給見込額及び当該支給見込額に対応

する社会保険料会社負担見込額のうち当事業年度の負担額を計上しております。

(3) 株主優待引当金

株主優待制度に伴う費用の発生に備えるため、翌事業年度において発生すると見

込まれる額を計上しております。

(4) 関係会社事業損失引当金

関係会社の事業に係る損失に備えるため、当該会社の財務状況等を勘案して、損

失見込額を計上しております。
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投資有価証券 559,791千円

（うち市場価格のない株式等 27,558千円）

４. 収益及び費用の計上基準

当社の主要な事業における主な履行義務の内容および収益を認識する通常の時点

は以下のとおりであります。

(1) 成果報酬型広告サービス事業

主な履行義務は、顧客（広告主）と合意した契約条件（成果承認条件）に基

づき広告配信された役務（アフィリエイト広告による成果獲得）の提供による

収益をいい、顧客が検収（承認）した時点で履行義務が充足され、当該時点で

収益および費用を認識しております。当該事業は代理人としての性質が強いと

判断されるため、当社が提供するサービスに対する報酬として顧客から受領す

る対価（取扱高）から、広告掲載媒体の成果報酬等を控除した純額を売上高と

して計上しております。

(2) 運用型広告代行事業

主な履行義務は、顧客（広告主）と合意した契約条件に基づいて広告をメデ

ィアに出稿することであります。出稿を通じた役務（クリック等の広告トラン

ザクション）の提供による収益をいい、一般ユーザーが広告を表示した時点、

またはクリックした時点等で収益および費用を認識しております。当該事業は

代理人としての性質が強いと判断されるため、当社が提供するサービスに対す

る報酬として顧客から受領する対価（取扱高）から、広告配信に係る出稿料等

を控除した純額を売上高として計上しております。

Ⅱ. 会計上の見積りに関する注記

会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、

翌事業年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりで

す。

１. 投資有価証券の評価

（1）当事業年度の計算書類に計上した金額

（2）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

(1)の金額の算出方法は、連結注記表Ⅱ.会計上の見積りに関する注記１.投資有価証

券の評価(2)識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報の内容と同

一であります。
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有形固定資産の減価償却累計額 26,428千円

(1) 短期金銭債権 129,871千円

(2) 長期金銭債権 224,061千円

(3) 短期金銭債務 2,874千円

営業取引による取引高

売上高 167,090千円

営業取引以外の取引による取引高 849千円

Ⅲ. 貸借対照表に関する注記

１. 資産に係る減価償却累計額

２. 関係会社に対する金銭債権、債務は次のとおりであります。

Ⅳ. 損益計算書に関する注記

１. 関係会社との取引高

関係会社との取引高は、次のとおりであります。

２. 関係会社株式評価損

当社の連結子会社である株式会社Anything、Rentracks India Pvt.Ltd.、

RENTRACKS LANKA(PRIVATE)LIMITEDに係る評価損であります。

３. 投資有価証券評価損

出資先に対する投資有価証券の評価について検討した結果、投資有価証券評価損

を特別損失に計上しております。

４. 関係会社事業損失引当金繰入額

当社の連結子会社であるBEARIS ONE CO.,LTD.の財政状態及び経営成績を勘案

し、将来負担が見込まれる損失見込額を、関係会社事業損失引当金繰入額として特

別損失に計上しております。

Ⅴ. 株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度の末日における自己株式の種類及び数

普通株式　　　119,668株
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繰延税金資産 (千円)

賞与引当金 14,812

貸倒損失 2,383

関係会社事業損失引当金 6,170

貸倒引当金 116,993

関係会社株式評価損 144,733

投資有価証券評価損 123,600

資産除去債務 2,379

一括償却資産 374

未払事業税 7,116

その他 7,223

繰延税金資産小計 425,787

評価性引当額 △390,432

繰延税金資産合計 35,354

繰延税金負債

その他有価証券評価差額金 △90,839

繰延税金負債合計 △90,839

繰延税金負債の純額 △55,485

１. １株当たり純資産額 485円92銭

２. １株当たり当期純利益 55円52銭

Ⅵ. 税効果会計に関する注記

繰延税金資産の発生の主な原因別内訳

Ⅶ. 関連当事者との取引に関する注記

該当事項はありません。

Ⅷ. １株当たり情報に関する注記
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